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特集《ダイバーシティ》

座談会「知財業界におけるダイバーシティ推進」

令和３年度ダイバーシティ推進委員会

要　約
　令和３年度に創設されたダイバーシティ推進委員会の活動の一環として，ダイバーシティ推進を経営的施策
の一つと捉えて取り組む企業の状況を伺うべく，日本知的財産協会にご協力を頂き座談会を開催した。
　なお、本座談会における発言は，各参加者の私見に基づくものであり，それぞれが所属する組織の公式の見
解を示すものではない。

開催日：2021 年 12 月 17 日

参加者：
・和泉　恭子�（富士通株式会社　法務・知財・内部統

制推進本部　知財グローバルヘッドオ
フィス長兼知財フロントサービス統括部
長　日本知的財産協会　常務理事）

・今井　麻紀�（サントリーホールディングス株式会社　
ものづくりCoE本部　知的財産部　課長）

・茜ヶ久保　公二�（会員　令和 2年度日本弁理士会　
副会長）

・日野　真美�（会員　令和 3年度ダイバーシティ推進
委員会　委員長）

司会進行：川上　桂子�（会員　令和 3年度ダイバーシ
ティ推進委員会　副委員長）

「はじめに」
　令和 3 年度に創設されたダイバーシティ推進委員会
において日本弁理士会内での活動を進めていく中で，
企業価値を高めるための経営的施策の一つとしてダイ
バーシティに取り組んでいる企業の知財部の方をお招
きし，日本企業におけるダイバーシティ推進の状況を
伺いつつ，学ばせていただきたいという話が持ち上が
り，日本知的財産協会にご協力を頂いてこの座談会が
実現しました。

【川上】日本弁理士会では令和 3 年度よりダイバーシ
ティ推進委員会が創設されまして，会内でのダイバー

シティを推進すべく，様々な調査研究や取り組みを行っ
ています。本日は，その取り組みの一環として，日本
知的財産協会でご活躍の和泉様と今井様にお越し頂
き，「知財業界におけるダイバーシティ推進」という
テーマでお話を伺いたいと思います。日本弁理士会か
らは，当委員会の委員長である日野弁理士，それから

「男女共同参画」ということで，男性弁理士代表とし
ての茜ヶ久保弁理士にもご参加頂き，男性視点からの
ご意見も伺います。最初に，今日の出席者の皆様から
自己紹介をお願いします。
【和泉】富士通で知財グローバルヘッドオフィス長を
している和泉と申します。特許の権利化と活用から，
さらに知財事務全般のマネージメント，それから知財
戦略に携わり，現在は知財部門全体のマネージメント
をしています。ダイバーシティ推進は難しいところも
あるテーマですけれど，今日はよろしくお願いします。
【今井】サントリーホールディングス知的財産部の今
井麻紀と申します。以前は権利化業務や調査業務，契
約に関する業務を行っておりましたが，ここ 3 年ほど
は企画業務に携わっております。今日はよろしくお願
いします。
【日野】弁理士の日野と申します。私は弁護士と弁理
士の両方がいる阿部・井窪・片山法律事務所というと
ころで働いております。権利化業務だけでなく，審判
や訴訟もやっております。日本だけでなく海外のお客
様もあり，ダイバーシティにも色々興味があります。
今日はよろしくお願いします。
【茜ヶ久保】弁理士の茜ヶ久保公二と申します。よく
紅一点という言葉は聞くんですけれども，対義語は黒
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一点だそうで，あまり黒一点って言葉を聞かない時点
で，男性の中で女性が少ない状況が多いのかなと思い
ます。今日は事務局も含めて女性ばかりの中で，唯一
の男性としてご意見申し上げ，少しでもお役に立てれ
ばと思います。現在は TMI 総合法律事務所というと
ころで，総勢 1100 名程度，弁護士が 500 名，弁理士 85
名が在籍する事務所で仕事をしております。事務所で
あり，専門職が多いのでフラットな状況で，さほど男
女差を感じずに過ごしているところです。そういった
ところから今日は色々とご意見拝聴したうえで，何か
言えればなと思っております。どうぞよろしくお願い
します。
【川上】本日司会を務めさせて頂きます，ダイバーシ
ティ推進委員会副委員長の川上桂子と申します。私は
大学を出た後，最初は銀行でシステム開発の専門職で
した。当時の銀行では男性はどんどん昇進していく傍
ら，女性はある程度の年度でピタッと止まってしまう
といったところがありました。それで何か他の仕事を
探そうと思ったのが知財業界に入ったきっかけです。
今日は皆様から色々なお話を伺えればと思います。
　最初に，和泉様に伺います。和泉様は，所属企業で
は法務・知財・内部統制推進本部で，知財グローバル
ヘッドオフィス長と知財フロントサービス統括部長と
いう要職を兼務しておられ，知財協では常務理事も務
められ，順調にキャリアを積み重ねてこられたとお見
受けします。和泉様のキャリアをご紹介頂き，女性の
立場で苦労されたことや，逆に良かったことがあれば
ご紹介ください。またこれまでにキャリア上の問題を
どのように克服されたか，それから，近年の男女共同
参画やダイバーシティに関して，ご所属の企業や周り
のお付き合いのある企業での環境の変化等について感
じられたことがあればお話しください。和泉様のお話

の後，他の皆様からもご自由に，質問や意見をお出し
ください。
【和泉】大学では物理工学を専攻し，それから企業の
研究所勤務，特許事務所勤務を経て，2008 年に富士通
へ入社し，知財部門の特許部に加わりました。
　専攻が物理工学だったので，大学で一クラス約 60
名のうち女性は二人だけで，研究室では女性は一人で
した。就職しても，研究所が物理系だったので女性は
一人，特許事務所に転職しても，特許技術者や弁理士
の女性は私が初めてという感じで，男女差というより
も，どこに行っても女性が私一人という状況で，周り
から特殊な存在として，ある意味とても気を遣われて
きたのだな，と思います。
　私が就職した頃は，女性はお茶を入れるみたいな，
まだそういう頃だったのですけれども，研究員だから
私はそういうことはしないでいいと。その代わりに，
研究員なので実験設備の大きなガスボンベのメンテナ
ンス等も男性と一緒にやるように言われていました。
それはそれで，筋力面できつい感じもしましたが。そ
れはともかく，仕事の内容や昇進の機会において女性
だから不利ということは全くなくて，むしろ女性とい
うことで目立つので，色々な方に覚えられて有利だ，
というところもありました。
　このようなキャリアで富士通に入ったのですけれど
も，その時の富士通の知財部門の印象は，女性が多く，
管理職でも女性の課長も部長もいて，活躍していると
感じました。あとで聞いたところによると，それより
数年前は，知財部門で女性管理職は初めてとか，お茶
も入れていました，と言っていたので，ちょうど男女
共同参画が浸透しつつあった時期に入社したのだと思
います。ですので，入社して男女という意識もあまり
なく，いろいろなことにどんどんチャレンジして，気
がついたら全体のマネージメントをしていた，という
感じです。
　現在も富士通の知財部門は女性が多く，女性社員比
率は全社で 18％，知財部門にはその倍ぐらい女性が
います。女性リーダー層の比率も全社で 8％，知財部
門では 2 割が女性リーダーで，女性が活躍していると
ころだと感じます。その背景のひとつに働きやすいと
いう意見があって，例えば，社内制度として子どもが
小学校 6 年生まで短時間勤務をしてよいことになって
いますし，さらに今，ニューノーマルでリモートワー
クが原則となり出社する義務はなく，知財の仕事はリ和泉恭子氏
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モートワーク対応しやすいので，皆さん自宅で仕事を
することが普通となっています。ですので，お子さん
が小さい方も働きやすい環境で，ますます女性の活躍
の幅は広がっていると思っています。
　今，サスティナビリティや，ダイバーシティ＆イン
クルージョンは，企業としても社会全体としても重要
性が認識されているので，全社的にこのような取り組
みは盛んですね。「ダイバーシティ推進全社フォーラム」
を毎年開催する，出産・育児・介護等両立支援の社内
制度を整備する等，会社が後押ししてくれています。
【日野】素晴らしいお話で，聞いていてうっとりして
しまいました（笑）。男女参画が板についてきた良い
タイミングで素晴らしい会社に入られて，才能を遺憾
なく発揮され，今まで仕事をされていて，本当に素晴
らしいです。けれども，その前までは割と女性一人
だったことが多かったと仰いました。女性一人で目立
つことで良いところはあるとは思うのですが，辛いこ
とは無かったですか？
【和泉】そうですね。特に辛いということはありませ
んでしたし，いつも女性一人だしまあそういうもの
か，という感じで，もうそれにたぶん慣れていたんで
すね。もちろん，研究所で私がいたハードウェアのと
ころは女性一人だけど，ソフトウェアのほうには女性
がある程度いましたし，特許事務所でも特許技術者や
弁理士は女性一人だけど，外国事務のほうには女性も
多く，そういう交流はありましたし。
【川上】知財部門に女性が多い理由はありますか？
【和泉】富士通はテクノロジー企業で，研究開発・事
業部門は理系の方が多く，日本社会で理系女性は少な
いので，それを反映して女性が少ない，という気がし
ます。それに比べると，知財だけでなく，コーポレー
ト部門は人事でも総務でも，そういう意味で女性から
の敷居が低く，女性が活躍しやすいという印象があり
ます。商標や意匠の担当は文系出身の方が多いですし，
あと SE は文系出身の方も多く，知財で SE 部門をサ
ポートしているメンバーにも文系出身の女性は多い
です。
【茜ヶ久保】研究職と管理部門は結構男女比率が違う
ということですが，会社全体としてはダイバーシティ
という目標を掲げていても，部署間で差が出たりする
のですか？女性が多いほうが理解があったり，女性が
少ないほど男性中心の意見が増えるようになったり，
など感じますか？

【和泉】あまり比率は関係ないという気がします。私
は女性一人でしたけれど，それはそれですごく気を遣
われたのもあって，そこは上司とか組織のヘッドの
キャラクターというか，理解度というような印象を受
けています。
【茜ヶ久保】そうするとやはり会社が大きく方針を出
すことによってだいぶ変わっていくのでしょうか？
【和泉】そうですね。富士通でも，管理職向けをはじ
め全社教育でもきちんと方針が組み込まれています
し，それだけでなく，ダイバーシティ＆インクルー
ジョンをムーブメントとして，全社を変革しよう，と
いう動きもあります。いろいろ固定してしまうと発展
もないですし，多様な人が活躍してアイデアを出し活
かせないと会社として後が無いぐらいの勢いで，全社
DX（Digital Transformation）プロジェクト「Fujitsu 
Transformation：フジトラ（FUJITRA）」を推進して
います。マインドセット・組織カルチャー変革の取り
組みです。「FUJITRA Festival」といった学園祭ノリ
のイベントで盛り上げたりして，会社自体を変えてい
こうという中で，ダイバーシティの話もされています。
【日野】楽しそうですね。
【川上】トップマネージメントの方がしっかりリーダー
シップを取っておられるんですね。
【和泉】仰るとおり，まさに「TOP FIRST」という
ネーミングで，トップから始める変革プログラムを進
めています。また，「フジトラ RADIO with Leaders」
と称して，毎週，経営リーダーに思いを語って頂くラ
イブ配信番組を作ったりしています。会社自体が大き
くなると堅苦しくなってしまうところもあるけれど，
それだとイノベーティブなアイデアは出ないぞ，とい
うことで，今その雰囲気作りから進めています。
【川上】参考になるお話ですね。やはり特許事務所も
トップが頑張ってやっていかないといけないですから。
【茜ヶ久保】日本弁理士会の研修でダイバーシティを
テーマにしたものはないですね。そういう研修も考え
なきゃいけないのかもしれないですね。
【日野】今年に行った会員アンケートの中に，そうい
う研修があったらいいなというご意見は結構ありまし
たね。
【川上】今井様も知的財産部で課長という役職にお就
きということです。今井様にもキャリアのご紹介と，
最近の就労環境等についてお話し頂ければと思います。



座談会「知財業界におけるダイバーシティ推進」

パテント 2022 － 30 － Vol. 75　No. 6

【今井】私も和泉さんと似ております。大学は物理工学
科の機械工学専攻で，校舎の中に女子トイレもない環
境でした。紅一点でしたので，良くも悪くも目立って
しまい，授業中ちゃんと聞いてるかどうかもバレてし
まう。でも，特に女性だからと言って特に何か制限さ
れたり苦労したりすることはなく，大学時代を過ごし
ました。卒業してから，特許事務所に 3 年ほど特許技
術者として働いたあと，今のサントリー知財部に中途
入社致しました。
　サントリーに入ってから，女性が多いことにびっく
りしました。食品業界自体がおそらく他の業界よりも
女性が多いんじゃないかと思いますが，弊社の知財部
は半分ぐらいが女性です。出産や育児等のライフイベ
ントに関する制度等もすでにあり，お手本となるよう
な女性の先輩も多く働いておりますので，女性だから
とか男性だからということをほとんど意識しないまま
過ごしております。
　最初は研究所に配属され，主に権利化や契約・渉外
業務を担当しておりました。弊社は割とスパルタで，
出身学部とかあまり関係なく，担当分野が割り当てら
れます。私は機械工学出身なんですけど，遺伝子や食
品やお酒の中味，その他実験で使用するような装置も
担当し，研究所から東京の本社に異動してからは，包
材や工場設備などにも担当が広がり，また特許だけで
はなく，意匠や新品種登録まで，なかり幅広い分野の
業務を担当しました。担当分野によって，例えば，工
場設備だと開発者はほぼ男性，食品やお酒の開発は男
女が半々くらいだったりしますが，コミュニケーショ
ンおいてはそんなに苦労したことがないというのが実
情です。
　最近の就労環境としては，やはりコロナ禍で大きな
変化があったかと思います。もちろん職種にもよりま

すが，緊急事態宣言の発令により，在宅勤務してもい
いではなくて，しなければならないということに，大
きく変わりました。今まで在宅勤務とかフレックス制
度は社内にあったのですが，ほとんど利用していな
かった人たちもこれらの制度を急に利用せざるを得な
くなり，かなり環境変化がありました。当初，自宅で
は机とか椅子，照明とかなかなか終日業務を行うため
の設備も整っていなかったのですが，最近ようやく慣
れてきました。
　そういった中で，毎日在宅の勤務だったりすると，
オンラインのメリット，デメリットが明らかになって
きたのではないでしょうか。例えば，朝，お子さんの
送迎をしている方や，走っている方等，色々な活動さ
れている方がいらっしゃって，通勤の時間帯の有効利
用等の観点では，リモートワークで本当に助かってい
る方は大勢いらっしゃるんじゃないかなと思います。
　私自身も，朝，子どものお弁当を作るのですが，何
時に絶対会社に行かなきゃいけないと思ってやるのと，
子ども送り出してからでも少し時間があるのはだいぶ
余裕が違い，在宅勤務は大変ありがたいです。また，
黙々と作業したい時等も在宅勤務はとても有効で，働
き方の選択肢が増えて本当に良かったなと思います。
　一方で，毎日オンラインで仕事を続けていくと，人
材育成面では，周りの先輩のお手本が見えないとか，
どういった変化が実は自分の周りで起こっているかが
すごく見えにくくなっていることもあります。組織と
して一体感が得られないとか，コミュニティーが限定
されていて新たな気づきがないことも感じています。
弊社では Face to face とデジタルとのベストミックス
での働き方を今探っている状況です。
　コミュニケーションに関しては，社内の SNS を活用
しています。例えば，エクササイズ選手権といって，
1 万歩歩いたら何点みたいな，点数を決めてチームで
競い合ったり，色々な試みをしたりしています。働き
方の選択肢は増えたものの，今まで以上にコミュニ
ケーションの活性化だったり，従業員の健康というか
ウェルネスの向上が求められているのかなと感じてい
ます。
【川上】和泉様も今井様も特許事務所から企業に移られ
たとのことですが，特許事務所から企業に転職される
きっかけの中に，企業のほうが働きやすいとか，そう
いうところはありましたか？
【今井】企業に入るまでは，企業の中で女性の働き方

今井麻紀氏
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という観点があまり見えてなかったので，転職する
きっかけに働き方が直接関わったかと言うとそうでは
ないです。特許事務所にいたときも，特に女性だから
ということはあまりなくて。特許事務所と企業に共通
して，知財業界全体が割と時間の融通が利く職場だと
思います。工場等の生産現場では絶対不可能ですが，
例えば今日やってしまったら明日ちょっと早く帰れる
とか，在宅でできる業務もあったり，そういった融通
がすごく利かせやすい業界だと思うので，このような
点では特許事務所も企業の知財部も，働きやすい環境
にあるとは思います。
【和泉】私も，転職のきっかけは全く男女のところの
意識はなく，自分のやってみたいことが理由でした。
特許事務所は，仕事を任せてもらえるので自分でスケ
ジュールのコントロールはしやすいです。ただ，シス
テムはやはり企業のほうがしっかりしている気がしな
いでもないです。仕事の内容としては，知財は女性に
向いているし，さらに働きやすくなるのでは，と感じ
ています。
【川上】ありがとうございます。次は，日野弁理士に
伺います。日野先生は大学を卒業されてから，薬品
メーカーと特許事務所で勤務されて，日本で弁理士資
格を取られたあとに，アメリカに行かれて，ニュー
ヨーク州弁護士の資格を取られて，アメリカの事務所
でも勤務のご経験があるということですね。帰国され
てからは弁理士及び外国法事務弁護士として法律事務
所に引き続き勤務。大変華々しく，女性としては憧れ
のキャリアかなと感じます。日野先生にはこれまでの
キャリアと，できましたらアメリカの状況と比較しな
がら日本の弁理士業界でのダイバーシティや男女共同
参画について感じていることをお話しください。
【日野】だいぶ長く生きているので色々な経験がござい

まして。まず，大学時代，お二人とも物理だというこ
とで，紅 1 点だったというお話があったんですけれど
も，私は薬学部でした。薬学部って理系の中では女性
が多く，男女比はちょうど半々でした。女子トイレも
あります（笑）。勉強ができれば別に女の子だからと
いう制約は全くなく，自由でした。それなのに，すご
く衝撃だったのは，やはり大学を出て就職という段に
なると，男子学生は，優秀な学生であればどこの企業
もほしい，それを採ってあげる代わりに女の子もつい
でに採用するというようなことでした（当時は）。大
学を卒業するときに，そういうものだということを初
めて知って。実は私たちは二級市民だったんだと思っ
て衝撃を受けましたね。
　そんな文句を言いながらもとてもいい会社に入れ
て，研究職に就いて幸せに働いてはいたんですけれど
も，本当にお二人のお話を聞いていてうらやましいな
と思ったんですが，当時，30 歳以上の女性は非常に少
数でした。なので，（女性の）課長とか部長はイメー
ジができなかったですね。このまま一生懸命働いたら
どうなっていけるのかというイメージが持ちにくかっ
たです。遠い将来には女性がそういうポジションにも
大勢いて，ロールモデルも反面教師も豊富な，そうい
う社会になればいいなと思ったりしていました。
　結婚を機に会社を退職しなくてはならない事情があ
り，紆余曲折あって弁理士になりました。ほどなくし
て，夫の転勤があってアメリカに行きまして，英語が
人よりもとてもできなかったので，当初は大変つらい
毎日でした。ただ好奇心は割合に強いほうだったの
で，怖いもの見たさでロースクールってところを
ちょっと見に行きたいなって気持ちが強くて，猛勉強
をして試験も受けてロースクールに行きました。日本
で法学部を出ていないので 1 年の LLM コースではな
く，3 年の JD コースで，在学中からインターンとし
てニューヨークの事務所にお世話になって，その縁
で，弁護士試験後もそのままその事務所に勤務させて
頂きました。
　ニューヨークの事務所のお仕事はとてもつらいとい
う噂も聞いていました。実際に働いてみると，最低何
時間はお客様にチャージできる仕事をしなきゃいけな
いっていう「ミニマム」があるので，いくら朝早くか
ら行っても仕事がなかったり，例えば仕事がうまく捗
らないとなかなかそのミニマムが満たせなくてつらい
ことがありました。ただし，それは男女差は関係ない日野真美弁理士
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です。今考えるととてもいい経験だったなと思います。
　人生 1 回目の衝撃は大学を出て，私たちは二級市民
だったの？というところでしたが，アメリカの事務所
に入ってみたら，今度は逆の衝撃で，結構大きな立派
な事務所だったんですけれども，パートナーの女性が，
それもとても怖い女性のパートナーがいっぱいで，本
当に衝撃でした。
　西の魔女と東の魔女がいました。西の魔女の仕事を
やるときはこういうこと気をつけないといけないんだ
よ，などと若手アソシエイトの間で情報共有されてい
ました。その東の魔女・西の魔女よりも怖い，男性の
パートナーからも恐れられている女性パートナーもい
ました。私よりも小柄なのに，胸をそらせてみんなを
睥睨しながら演説をしていました。アメリカはやはり
違うなあと思いましたね。若手は男女比率が同じでし
た。20 年前になりますが，当時，きっと 20 年先は日本
もこうなると思っていたのですが，今，実際そうだと
伺って，とても嬉しいです。
　今の事務所には 2004 年からいますが，幸せなこと
に女性比率も事務所の中では非常に高く，弁護士・弁
理士の女性比率は 32.5％です。女性パートナーも沢山
いますし，さっきの話ほどではないですが，怖い人も
います（笑）。今は女性だから割を食っていると感じ
ることなくお仕事をさせて頂いています。大学を卒業
した当時夢見ていた，女性のロールモデルと反面教師
が揃っている状況が実現してきていて，よかったと
思っています。
　ただ，それで OK ではなく，知財の仕事は女性に向
いているものの，あと 1 歩のところで，ちょっと働き
方が難しいところは色々なところにまだあるのではと
思っています。そこが本当に無くなり，やりたいこと
が自由にできる，誰もが活躍できるようになったら良
いのですが。
【川上】「難しいところ」とは，具体的にはどんなもの
でしょうか。
【日野】それを突き止めていかないといけないのだと
思います。私が会社に入った当時は，教育の機会等の
面で，やはり女性は難しいところがはっきりありまし
た。例えば研究職で学会へ行かせてもらう人数が限ら
れているときに，やはり男性優先だったり，留学する
ときも男性が優先だったりということがありました。
今は，当時のような状況は露骨にはないものの，やは
り学ぶ機会等がまだ少し難しいところがあるのではな

いかと思っています。
　たぶん，女性の人数が少ない環境で，産休・育休を
とる人が立て続けにあると，女性よりもやはり男性に
力を入れて教育をしようとなってしまうことがあった
のではないでしょうか。しかし，最終的に，長い目で
全体を見たときには，やはりみんなが活躍できる場所
がいいのかなと思います。職場には育休・産休を取る
人が居るのは当たり前という考え方になっていくん
じゃないかなと期待しています。
【川上】企業の中に怖い女性の上司はいますか（笑）？
【和泉】正直に言うと，女性の役員とかすごいですよ
（笑）。女性だからどうということでなく，パワフルで
すごいなっていう怖さがあります。女性リーダーに
は，男性の部下もビシビシと叱責する方もいますし，
女性リーダーが皆そうというわけではなく，柔らかい
感じでチームをまとめる方もいます。それはたぶん男
女ということではなく，個性なのかなと思います。
【日野】そうやって色々なモデルがいると，その中で
自分はどうなっていきたいかを選べるのでいいですよ
ね。日本の女性は，仕事をバリバリしている方でも，
当たりはソフトにしなきゃいけないっていう文化的な
面があるなと思います。それはすごく良いことでもあ
り，そうでない方がいいとは全然思ってないんですけ
れども，そういう縛りがたぶんアメリカにはなく，ソ
フトにしようという感じは全くなかったので，新鮮で
した。「それでもいいんだ」って思いました。
【川上】例えば仕事がうまくできていなかったら叱責
するという感じですか？
【日野】叱責ももちろんあるんですけれども…。私た
ち日本の女性は，特にビジネスの場で，この女はうる
さいおばさんだって言われたらいけないって（笑）。
ちょっとうるさいおばさんだって言われると，その後
ことがうまく運ばないので，そういう印象を与えない
ようにというような，多かれ少なかれそういう縛りが
あると思うんです。アメリカは，うるさい怖いおばさ
んでも全然結構みたいな感じがあります。前提として
はお仕事がすごくできるんですけど，すごくできるこ
とを隠さない。それは隠さないし，当たりは柔らかく
しないし。実際そういう実物を見たので，それでいい
んだなって思いました。
【川上】それは本人が意識的にそうしているんですか？
それとも「私は私」という自然体なんですか？
【日野】とても能力が高いので周りが馬鹿に見えるの



座談会「知財業界におけるダイバーシティ推進」

Vol. 75　No. 6 － 33 － パテント 2022

かもしれません（笑）。でも日本だったら周りが馬鹿
に見える女性も，やはりちょっとそこは抑えるかなっ
て思うんですけれども，それはなかったですね。
【川上】日本だと女性は，まず下から出るっていうの
がなんとなく文化としてありますよね。
【日野】日本語で話しているときは女性だとちょっと
声が高めなんですね。「怖くないですよ」って，媚び
るわけではないんですが，若干高めな声でしゃべる方
が多いです。英語でしゃべるときはむしろ声を低くし
てしゃべりますよね。高い声でしゃべると信用がなく
なってしまいますので。そういうところも文化的に違
うのかなと思ったりします。
【茜ヶ久保】先ほど事情があって結婚を機に退社され
たと仰いましたが，その後すごくキャリアをアップさ
れているので，今としては結果オーライなのかなとも
思うのですが，そのときの状況は，当時素直に受け入
れられたのでしょうか。
【日野】違いましたね。ただその，専業主婦が本当に向
かなかったので，崖っぷちに立って，初めて弁理士っ
て職業が見つかったので結果的に良かったなと思いま
すけどね。
　それから，世代によって実体験が全然違っています
が，それは前に進んでいる，っていうことなので，非
常にいいことだなと思いますね。
【茜ヶ久保】男性は男性よりも女性が優先される経験
を受けたことは少ないのではないかと思いますね。女
性が関係なく優先されるって場面の経験がないわけで
すね。
【日野】お二人のような素晴らしい女性がどんどん実
力を発揮していかれると，やはりああいう人たちがい
さえしなければ僕らがもっと活躍できたのにと考える
人はもしかしたらいるかもしれないですね。先ほどの
お話では会社全体で取り組んでおられて素晴らしいと
思いましたが，そういう男性はいないのかなってちょっ
とだけ不安にはなりました。
【和泉】今仰ったことは正直，問題としては根深くあ
ると認識しています。自分が昇進できないのは女性が
優遇されているからだとか，女性だから昇進できたん
だろうとかいう見方をする人もやはりいますね。だか
ら，もちろん能力を見て決めているという説明もきち
んとしますし，そういう組織風土の醸成もするんです
けれど。ただ，何か理由を見つけたいのはあるんだろ
うと思うんです。そのときにちょうど目に入りやすく

て女性が活躍しているのを見て，「逆差別だ」という
コメントは確かにあります。
【川上】でも，私たちの世代では，昇進できなかった
ときに「私が女性だからだめなんだ」って自分に対し
てそういう慰め方をしてしまったケースもあると思う
ので，男女のどちらに対しても問題点なんだろうなと
思います。理由を探さなきゃいけないときに，自分が
こういう属性を持っているからできなかったんだ，あ
の人は自分とは違うこういう属性を持っているから昇
進させてもらえたんだ，っていう考え方はなくなれば
いいのに，なかなか難しいところです。
【和泉】そうですね。もちろん自分を納得させるため
に思うのはいいですけれど，それが攻撃に転じてしま
うとよくないので，気をつけてウォッチしています。
【川上】茜ヶ久保弁理士は，大学を卒業されてから事
務所に勤務されて，日本弁理士会では執行理事と副会
長という重要な役割を務められました。本日唯一の男
性として，弁理士業界の男女共同参画やダイバーシティ
について感じていることをお聞かせください。

【茜ヶ久保】私は今まで生きてきた中で，そんなに男
女差を感じて生きてきてはいない状況で，子どものこ
ろから優秀な女性は周囲に多くいらっしゃいましたし，
むしろ女性のほうが優秀だと言われていることもあっ
て。そこに，男だから女だからってあまり感じてこな
かったです。大学も文科系の学部の出身で，男女比も
それほど変わらないところだったので，そこでもむし
ろ女性の方にお世話になるシーンが多くて。あまりそ
ういうことを感じてこなかったですね。
　私は大学卒業してすぐに特許事務所に入っていまし
て，今のいる事務所から全部で三つ目なのですが，最
初は 10 人ぐらいの小さな事務所に入りました。その
後が 200 人ぐらいの事務所で，今 1000 人ぐらいで，

茜ヶ久保公二弁理士
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ちょっとずつ大きくなってきています。最初に入った
事務所はちょうど自分の父親ぐらいの世代の所長だっ
たのですが，その方も非常にフラットな方で，男女で
差を設けるような方ではなかったです。その事務所に
は，所長と同級生の優秀な女性の弁理士がいらっしゃ
いました。さらに特許事務所は手続を遂行するうえで
スタッフが重要ですが，女性がスタッフとしてすごく
活躍されていました。そこに大学卒業してすぐ入り，
やはり活躍している女性を間近で見たので，男女差は
感じませんでした。
　二つ目の事務所は総勢 200 人規模のドイツ系事務所
でした。男女同数で，専門職の方にも女性が多くいら
して活躍されていました。そこでもやはり男女差を感
じた経験はありません。企業のように昇進システムの
ようなものが 200 名くらいの規模の事務所でもはっき
りとあるわけではないので，昇進等に当たっての男女
差もない環境で過ごしてきたと思います。また，所長
は年代的にも若かったので，そういったところも影響
しているのだと思います。
　今在籍する事務所は 1000 人規模で大規模な組織で
すが，パートナー，アソシエイト，スタッフっていう
ような職制はあるものの，全体としてフラットな環境
ですので，男性だから，女性だからっていうことがな
い環境にかわりません。
　ただ，専門職は，タイムチャージという請求方式が
あって，働いた時間が重要なわけです。専門職であっ
ても，今はまだまだ家事・育児においては女性が中心
的に携わっている場合が多いわけです。そうすると女
性のほうがどうしても仕事にかける時間が少なくて，
それによって昇進の機会とか活躍の機会が失われてい
くところがあると感じることはあります。とはいえ，
だんだんと子育てしている女性の専門職も増えてくる
ことで，柔軟に対応できる環境が整ってきたように感
じています。
　あと弁理士の男女共同参画ってところですけれど
も，特許事務所を 3 つぐらい経て思うのは，弁理士の
仕事はやはり資格業の中でもかなり個人で完結する仕
事が多いと思います。特許の明細書の作成にしても，
意匠や商標の出願業務にしても，個人で完結できる仕
事が多くて，パソコンとインターネットさえつながっ
ていれば実際どこでも仕事できるようなことが多い。
そうすると働き方のパターンは非常に多い職業だなと
思うので，そういう意味では女性が特にライフイベン

ト等があっても，色々な環境で継続的に働いていける
仕事として非常に魅力的なのかなと思います。一方で，
弁理士ひとりの事務所が多く，事務所の単位が非常に
小さい状況にあります。そうなると，先ほどのマネー
ジメントというお話がありましたけれども，各事務所
で所長の個性が非常に出ると思います。所長によって
はすごく寛容で受け入れやすい方もいれば，そうでな
くて比較的堅い考えで運営されているところもあると
思います。そうすると，やはりまずは先ほどのトップ
マネージメントがそうやって号令を掛けると浸透して
いくというお話は弁理士業界でもできるとすごく変
わっていける可能性があるのかなと感じたところです。
【川上】茜ヶ久保弁理士は，ある意味古い考えをお持
ちの所長クラスの弁理士の考え方を変えるためにはど
ういうやり方があるとお考えでしょうか？
【茜ヶ久保】そこは正直今分かっていません。会社と
いう大きな組織では，先ほどのお話にあったように，
色々な上司ややり方を見て参考にして自分を正すとい
う可能性があると思いますが，特許事務所という小さ
な組織ではトップがそういう経験をする場が少ないの
かなと思います。日本弁理士会は大きな組織といえま
すが，そこでの活動は，仕事を一緒にするというより
は交流をしているという側面が強く，マネージメント
の仕方を学ぶ機会は非常に限られてしまうのかなと思
います。単にダイバーシティをテーマにした研修をし
て変わるかというと自信がないですね。
【日野】先日，アメリカの大企業の法務部長のお話を
聞く機会がありました。「うちの会社ではダイバーシ
ティが非常に重要だと考え，推進している」「仕事を
出す事務所を選ぶ際はダイバーシティを条件にしてい
て，私のプロジェクトでは女性を何割，マイノリ
ティーを何割という数値目標を出して，それを達成で
きない場合には仕事から降りてもらうことにしている」
と仰っていました。富士通さんやサントリーさん等の
大きな会社全体としてダイバーシティを見ていくとい
うことは，とても意味があることだと思います。しか
しながらそれだけでなく，お客様が事務所にもそうい
うことを望んでいくことになると，ダイバーシティは
進むのではないかなと。個人事務所みたいな小さいと
ころでは，ダイバーシティはむしろコストがかかるだ
けでメリットはないってことになると進みにくいです
が，「そういうところには仕事が来ないです」という
のがあると，違ってくるのかなと思います。
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【川上】日本の企業で，仕事を出す事務所にそのよう
な条件付けをしている例はあるでしょうか？
【和泉】私が直接で知っている限りは，条件まで決め
てというのはないように思います。弊社でも，事務所
の持続性・安定性をもちろんチェックしますので，そ
ういう意味で組織体制や年齢男女構成等全体的なもの
は勘案します。ただそこに女性比率の条件まで付けて
はいないです。私の感覚だと，とにかく重要なのは優
秀な方であることなので，男女がどうこうではなく
て，優秀な方に担当頂きたい。弊社では評価基準を設
けて，認定した方に依頼するような制度も設けていま
す。ただ，確かにダイバーシティについての条件が
あったら，事務所のダイバーシティのさらなる促進と
なり得るかもしれないと，今聞いていて思いました。
【日野】確かに，女性だから雇いますというのは変な
話しなので，優秀じゃないと厳しいと思いますが，先
ほど申し上げたお話では，そこのところはすっかり捨
象して，本当に数値目標を達成することとなっていま
したね。かなり，思い切った話なのかなと思います。
【川上】茜ヶ久保弁理士が仰ったように，弁理士業界
は個人商店が多いので，例えば女性の弁理士を雇った
が産休に入ったら，いきなり労働力がなくなるわけで
すから，そこはすごく困ってしまいます。それで，な
かなかダイバーシティとか男女共同参画で女性を積極
的に採用しようと思っても二の足を踏んでしまうとこ
ろあるのかもしれません。でも長い目で見ると，従業
員がハッピーで働き続けてくれるってことは，いい人
材が育っていくことですし，例えば女性が働きやす
いってことはたぶん男性も働きやすいだろうと思われ
ますよね。例えば親の介護もありますし，自分が病気
になるかもしれないですし，そういうときに，ダイ
バーシティをやっていれば当然そういうところもカ
バーしているでしょうから。それで自然と優秀な人材
が集まるという方向にしていかないといけないと個人
的に思っています。
【今井】弊社も選定基準として，男女がどうこうとい
うのは全くないです。ただ，我々は割と消費者に近
い，例えばおいしさとか健康とか顧客が体験する価値
を知財として活用しています。このため，例えば明細
書の作成でも消費者に近い意見を頂くことがヒントに
なったりすることがあります。例えば同じ三〇代男性
でも，一人暮らしをしている人，夫婦二人で住んでい
る人，小さいお子さんと住んでいる人，親御さんと一

緒に住んでいる人では，日常生活で見ているものが全
く違っていたり，目に入る商品が違っていたりしま
す。男女の違いだけではなく色々な観点から意見を頂
けることで，この事務所いいなと思ったりすることは
あります。選定基準として明確にしているわけではな
いのですが，事務所にお願いしようとなるときは，あ
る程度事務所のダイバーシティを観点としているのか
なと思います。
【川上】では，次の質問ですが，男女共同参画とかダ
イバーシティに関して，知財業界特有の事情は何かあ
るでしょうか？
【日野】むしろ知財のお仕事は，仕事を一人で完結す
るところと，割と先を見通しやすいというようなこと
を考えると，女性にも，いや女性だけじゃなく，色々
な方にとっても，働きやすい業務なのかなと思います。
あるいは何か女性が働きにくいとか，何か落とし穴が
あるのでしょうか。
【茜ヶ久保】むしろ男性だけが有利ってところは思い
つかないので。あれば伺ってみたいです（笑）。なに
か男性が有利だと感じることはありますか？
【川上】例えば，私は電気系なのですが，初めて面談
する発明者がドアを開けて，「え？女？」みたいな

（笑）。あなたは電気回路が分かるのですか，みたいな
言い方をされたことがあります。その点男性だと最初
からある程度の信頼があるのだろう，と感じたことは
あります。
【和泉】私は男性か女性かは全く意識していないし，
弊社知財メンバーに聞いてみても，意識していないそ
うです。男性が有利だと特に感じることはなく，むし
ろ先ほどの，女性は当たりがソフトということから，
発明者が話しやすく，説明・相談しやすかったという
コメントがあったぐらいです。ただそれも個性なの
で，女性がみんな，当たりがソフトかは…（笑）。今
のところはそれぐらいの感じです。
【日野】今は全く同意見で反対意見はないのですが，
20 年前は違いましたね。やはり電気じゃなくても，女
性が出ると大丈夫なのかなって，お客様はやはりそう
思っておられる感じがしました。男女チームで行くと
男性ばっかり見て相手にされるとか。「いやいや，私
が担当ですよ」って言っても，男性ばっかりを見て話
されたりということはありましたね。今はお客様の側
も，女性の方々がいっぱいいらして，本当に良い世の
中になりました。
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【川上】事務所業務は自分だけで完結するものが多い
ですが，企業の場合はチームでの業務が中心かと思い
ます。その点でどうでしょうか？
【和泉】男女という意味での区別はないですね。それ
ぞれの意欲とかスキルとかいろいろ見て役割を振って
いる感じです。女性がリーダーでも普通ですし，その
優秀さをチームメンバーも分かっていますので，そこ
で何か工夫ということはない気がします。
【川上】そこで男性のほうが有利とか，女性に有利と
か，そういうことも特にないのでしょうか？
【和泉】そこはないと思います。ちょっと話はズレま
すが，先ほどの産休の話とも少し関連して，男女共同
参画につき経済学の先生と話していた際に「経済観点
だと，同じ能力だったら労働時間が長い人のほうが，
もちろん価値がある」というようなことを言われたこ
とがあります。そういう目で見ればそうかもしれない
ですが，そもそも全く同じ能力なんてことはない，と
私はそれを聞いて思っていました。例えば育児のため
仕事に時間をあまり取れなくなったとしても，仕事の
密度が違ったりするのがきちんと評価される仕組みが
あればいいと思います。弊社知財チームで，女性が
リーダーでお子さんがいるとか短時間勤務中とかの
ケースもありますが，それでも，特に近年はリモート
ワークもできますし，十分リーダーとしてやっていけ
ると感じています。
【川上】次は和泉様と日野弁理士への質問になります。
これまでのキャリアの中で経験された，女性としてな
んとなく不利な状況に置かれたな，という場合の切り
抜け方があれば教えてください。これは当委員会のメ
ンバーから挙がった質問です。日野先生は色々ありそ
うですね（笑）。
【日野】そうですね。色々不快な状況に置かれること
は，最近はないんですけれども昔に遡れば色々あった
と思います。そういう場合に，対処の仕方は二通りあ
ると思いますね。平気で気がつかないふりをするのか，
あるいは毅然とした態度で指摘するのかです。昔は気
がつかないふりをして，平気な顔をしていることが多
かったんですけれども，それは正しくないなって今は
思います。ただそこで泣くとか，地団太を踏むのは最
悪なので，相手が嫌な思いをしないように配慮しなが
ら，でも，「それは間違っている」とちゃんと言うべ
きだなと思いますね。うまくちゃんと言えたときもあ
りますけれども，なかなか難しいです。でも，ある程

度歳をとってくると男女関係ないなと思っていまし
て。この頃はそんなに私に嫌がらせする人もいないで
すし，大丈夫になったのですけれども，今もし同じよ
うな目に遭ったら，お互いに嫌な思いをしないように，

「それは間違っている」とはっきり言うと思います。
【川上】和泉様はいかがでしょうか？
【和泉】そうですね。不快な状況とその対処はケース
バイケースと思うんですけれども，私のお勧めは，我
慢するのも言い返すのも，自分だけで何とかするのは
辛いところがあるので，むしろ周りに早く相談すると
いいと思います。上司とか同僚とか，さらに人事とか
に話をするのが一番近道な感じがします。企業だとダ
イバーシティの問題にもとても気を遣っていて，個々
の事情を考慮した色々な対処の仕方を持っています
ので。
　富士通だと，上司だけではなくて，各職場に「職場
づくり支援スタッフ」という，人事的なこと等相談相
手となり支援してくれる役割の人がいて，大ごとには
したくないけどちょっと悩んでいる程度の相談もでき
ます。また全社的には，「ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進室」があって，職場の人には話しにくかっ
たらそこの人にも相談できる体制になっています。何
を「不快」とするかは，それぞれ受け止め方もあるの
で，まずは溜め込まないこと，そして話をすることで
客観的に自分とか周りの状況が見えてくると「本当に
理不尽だ」とか「実は誤解だった」とか色々あるの
で，そこは周りを巻き込むほうがいいと思います。
【川上】企業ではそういう体制がしっかり作られてい
ることが最近は多いと思うんですが，弁理士業界では，
大規模な事務所ならメンター等が置かれていることも
あるようですが，やはり小さい事務所ではまだまだか
もしれないですね。茜ヶ久保弁理士の事務所ではそう
いう対策はいかがですか。
【茜ヶ久保】そうですね。今まだそこまで女性特化で
はないですけれども，セクハラ，パワハラに関しては，
対応する組織が設けられていて，解決する第三者的な
機能はあります。ただ，完全に第三者的立場かという
と難しい部分もあるのかもしれませんが，機能がある
ので対応ができていると思います。
【川上】最後の質問になりますが，企業側から見て，特
許事務所の現状のダイバーシティ推進や男女共同参画
への取り組みや知識について，何か感じられることは
ありますか。
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【和泉】私の感覚だと，女性弁理士で活躍されている
方は多々いらっしゃるので，そういう意味ではダイ
バーシティ推進という考え方が浸透しつつあるのかな
と思います。また，日本弁理士会の活動でも，先日も
AIPLA の「Women in IP Law Committee」とディス
カッションされていたり，ダイバーシティについて気
にされて色々考えられていると感じています。一方で，
特許事務所の規模等によってもずいぶん違うように思
いますし，システムとしてどこまで浸透しているのか，
というところは実は見えてないところもあります。
　例えばリモートワークは女性にとって働きやすいと
思いますが，では特許事務所がどこまでリモートワー
ク環境を整備されているのか，というのも見えていま
せんし。そういう意味では実はまだ分かってないとこ
ろがありました。
【川上】今井様，いかがですか？
【今井】そうですね。私もあまり見えてない部分が多
いです。確かに女性の弁理士・弁護士の先生が活躍さ
れているのをみても女性の働きやすさだったり女性の
活躍の場はできてきていると思いますが，事務所の大
きさだったり，海外のクライアントとのお付き合いが
どれほど密かによってもちょっと考え方が違うのか
な，というのは実感としてあります。個人の，少人数
の特許事務所の場合は，そこまであまりかまってはい
られない現状もあるんじゃないかなという気はしてい
ます。でもあまりこちら側からは全てが見えているわ
けではないので，推進されてるのか，意識がどれほど
変わってるのかまでは正直見えないです。
【川上】今後の課題ということで，私たちダイバーシ
ティ推進委員会の宿題かもしれないですね。
【日野】全然（ダイバーシティ推進が）見えないって
いうご意見を頂きました（笑）。ただ，今実体験って
仰いましたが，実際弁理士とお仕事されるときに，女
性が出てくることは多いんですか？どこに行っても男
性ばかりしか出てこなかったとか，そういうことでは
ないんですね。
【和泉】そうですね。担当頂いている方に女性ももち
ろんいらっしゃいますし。
【日野】今，弁理士全体の中で女性の割合が 16 パーセ
ントしかないのですが，そうすると当たりがいいで
すね。
【今井】確かに，どこの事務所でも，担当のお一人，お
二人は割と女性の方がいらっしゃるので。

【和泉】もしかしたら比較的規模の大きい事務所との
付き合いが多いという背景はあるかもしれないです。
【茜ヶ久保】特許事務所でダイバーシティを推進して
いくに当たって，色々なやり方があると思うのですけ
れども，先ほどの富士通さんの「フジトラ」っていう
キャッチフレーズがなかなか面白いなと思いました。
富士通トランスフォーメーションから来たというとこ
ろなんですけれども，会社側からフジトラって言葉ま
で決めて発表したのか，社員側が富士通トランスフォー
メーションをフジトラって略して使っているのかがと
いったところが興味があります。
【和泉】そういう「新しいことをやろう」という気概
のある，役員も含めた部門横断のチームみんなでディ
スカッションして決めた感じですね。
【茜ヶ久保】本当に「フジトラ」という言葉がなじみ
やすいですね。それを聞くだけでもちょっとそうしよ
うかって気になるような感じがします。日本弁理士会
も何か取り入れられそうです。「フジトラ」を真似す
ると我々としてよくないですが（笑）。
【和泉】だめです。そういうのはちゃんと商標で保護
しています（笑）。
　日野先生はグローバルに活躍されていて，そこから
日本を見ると，ダイバーシティ推進がまだまだ遅れて
いると感じられたと思うのですが，他にも米国等海外
で活躍される日本人の弁理士，弁護士の女性の方々に，
よく「日本は遅れている」と言われるんです。海外で
のご経験から，グローバルでの進んでいる仕組みと
か，その中で何か日本でこれを適用するといいとか，
そういう気づきはありますか？
【日野】やはり先ほどちらっと申しましたけれども，
文化的な側面は大きいのかなと思います。実際には，
いい意味でも悪い意味でも控えめでなくてはいけない
という縛りはだんだん少なくなってきていると思いま
すが，やはり社会全体の意識は「やろうぜ」って言っ
てパッと変わるものではなくて，そういうものが変わ
るのってやはり 20 年 30 年かかるんだなって当時思っ
たんですね。でも私がアメリカに行った 20 年前と比
べると，今は日本も全体が変わってきて，ダイバーシ
ティ推進とも言われるようになり，追い風なので，非
常にいいなと思います。アメリカと比べてここをこう
したらというのは，一つを変えてみても仕方がないの
で，全体の意識ですね。でも，全体の意識ってどう
やって変えればよいのか，すごく難しいです。
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　令和 3 年度に当委員会で行ったアンケートにも実
は，「世の中の意識を変えるべきである」というご意
見もあったのですが，最初に私申し上げましたよう
に，大学を出たときに，数が増えないことにはと思い
ました。日本はまだまだ足りないとは思うんですけれ
ども，それでもずっと増えてきているので，これが踊
り場じゃなくて，うまく引き続き増えていくともっと
いいように変わるんじゃないかなと思うんです。
【川上】「数」というのは，女性の数ですか？
【日野】色々なところで活躍する女性の数ということ
ですね。会社でも役職に就く女性が全然珍しくない状
態になれば，社会全体の意識改革という意味でも有益
なのかなと思います。ちょっと日本はまだ過渡期的な
ところがあるので。
【和泉】そうですね。無意識のバイアスってあります
よね（笑）。女性の発明者比率が低いといった問題提
起も聞くことがあり，確かにそうですけれど，日本の
社会全体・教育自体で子どもの頃からあまり女性は理
系を選ばない空気がまだあって，そこから変えるって
大変だなって思いながら話を聞いています。ただ，無
意識から変えて行くのは大変だろうなって思う一方，
徐々に何かムーブメントを起こして変えて行くべきな
のかなという気はします。
【日野】和泉様や今井様みたいな方が頑張っておられ
るこのムーブメントは，社会に対する影響とか意識が
少しずつ次々と変わる意味で，素晴らしいことだなと
思います。
【川上】今日は貴重なご意見をお聞かせ頂きまして，
本当にありがとうございました。

「座談会を終えて」
　より多様な方々が働きやすい環境の実現に向けて経
営陣がリーダーシップを発揮して努力を続けておられ
る企業姿勢に感銘を受けました。企業と特許事務所で
は状況が異なるところも多いのですが，頭脳労働が主
である点で働く時間と場所に融通が利かせやすい知財
業界は，個人の事情に合わせた多様な働き方が可能で
あり，ダイバーシティの実現がしやすい環境であるこ
とに改めて気づきました。
　ご多忙の中，ご協力賜りました和泉様，今井様，日
本知的財産協会様にこの場を借りて御礼申し上げます。
　今回の座談会の録音からの文字起こしは，視覚に障
害をもつメンバーを中心として構成された合同会社ブ
ラインドライターズ（https://blindwriters.co.jp/）に
委託しました。
　（ダイバーシティ推進委員会）

（原稿受領 2022.3.18）


